
＜結果集計について＞

・子ども（下学年・中学年・上学年）、保護者、教職員に分けて、集計しています。

・各質問項目の数値は、5段階評価（1～5）の平均値を示しています。

・すべての質問項目の数値を示しています。

・今年度、昨年度とも、上位項目をピンク背景で、下位項目を青の背景で示しています。

　（上位・下位とも、およそ10％にあたる質問項目を示しています。）

・差異の数値は、「今年度の数値ー昨年度の数値」で、数値が大きいほど、ポイントが伸びて

　いることを示しています。

【１】子ども（下学年）

分類 質問項目 昨年度 今年度 差異 備考

自分 （1）学校で、毎日自分がなにをしなければならないかを
わかっている。 4.10 4.05 -0.05

自分 （2）学校で、自分が得意なことをしているし、それをと
もだちに見せることもできる。 3.35 3.92 0.57

自分 （3）学校で、学びかたをえらぶことができている。 4.00 4.16 0.16

自分 （4）グループリーダーの学習についての説明（インスト
ラクション）を受けるかどうか自分で選ぶことができる。 4.00 3.89 -0.11

自分 （5）学習の答えあわせや直しを、自分でしている。 3.29 3.78 0.49

自分 （6）学ぶのに必要な道具は、自分でとりだし、つかった
あとは自分でかたづけている。 4.35 4.62 0.27

自分 （7）毎日の学習の計画を、自分でたてている。 4.65 4.16 -0.49

自分 （8）自分は、大切な存在だと思う。 4.52 4.59 0.07

自分 （9）自分は「やればできる」と思う。 4.26 4.49 0.23

自分 （10）この１年で、「自分は成長したな」と思う。 4.39 4.59 0.20

自分 （11）自分が残したいなと思った学習の記録を、ポート
フォリオに毎週残すことができる。 4.26 4.46 0.20

自分 （12）毎日のできごとや、自分の成長について、だれか
に話したり、考えたりすることがある。 3.45 3.65 0.20
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自分 （13）「わたしプレゼン」では、自分がだれかに聞いて
ほしいことや伝えたいことを話すことができた。 3.68 3.84 0.16

他者 （1）年齢のちがう人たちとおなじ教室で学んでいること
は、自分の学習にとってよいことだと思う。 4.65 4.78 0.13

他者 （2）私もともだちも、それぞれの得意なことをいかして
助けあえている。 4.16 4.38 0.22

他者 （3）私は、なかまに大切にされているし、なかまのこと
を大切にしている。 4.35 4.54 0.19

他者 （4）クラスのみんなは、自分が意見を言うときに聞いて
くれる。 3.77 4.11 0.34

他者 （5）クラスのみんなは、こまっているときに助けてくれ
る。 4.00 4.35 0.35

他者 （6）クラスのルールは、みんなで決めている。 4.45 4.65 0.20

他者 （7）自分のクラスは、自分がここちよくいられる場所だ
と感じている。 4.45 4.68 0.23

他者 （8）ひとりひとりの意見が、クラスの中で大事にされて
いる。 3.97 4.62 0.65

他者 （9）自分が知りたいと思ったことやふしぎに思ったこと
は、クラスのみんな、または友達のだれかに伝えている。 3.55 3.76 0.21

世界 （1）こまっている人がいるときは、その人の力になろう
としている。 4.13 4.49 0.36

世界 （2）グループリーダーから認められ、信頼されていると
感じる。 3.97 4.30 0.33

世界 （3）学校のできごとや、世の中でおきているできごとか
ら、いろいろなことを学んでいる。 4.10 4.41 0.31

世界 （4）ひとつ学んだら、さらに次の問いが出てくる。 3.74 4.08 0.34

世界 （5）自分の教室のものの置きかたやかざりつけなどは、
グループリーダーといっしょに自分たちで決めている。 4.13 4.35 0.22

世界 （6）自分たちの教室は、きちんとかたづけられていて、
きれいな状態になっている。 3.45 3.73 0.28

世界 （7）学びのために校外に出かけたり、ゲストをよんだり
などのイベントを、こどもたちで計画している。 2.94 3.14 0.20

世界 （8）自分のクラスの中で、自分がまかされている役割が
ある。 3.13 3.62 0.49

世界 （9）ブロックアワーで学んだことと、ワールドオリエン
テーションで学んだことが、つながっていると感じる。 3.39 3.81 0.42

世界 （10）自分の経験をもとにワールドオリエンテーション
の学びが進められている。 3.61 3.81 0.20



世界 （11）新聞を読んだりニュースを見たりして、世の中の
動きに興味をもっている。 3.42 3.14 -0.28

世界 （12）自分が集中しているかどうかにあわせて学習時間
をきめることができる。 3.87 3.73 -0.14

世界
（13）自分の席でひとりで学んだり、ともだちといっ
しょに学んだり、サークルで話したりなど、一日の中でい
ろいろな学びかたがうまく組みあわされている。

4.26 4.16 -0.10

世界 （14）自分が学んだことをみんなに聞いてもらったり、
ともだちの発表を聞いたりしている。 3.45 4.27 0.82

世界 （15）グループリーダーと話しあいながら、自分の学び
の計画をつくることができている。 3.77 3.59 -0.18

世界 （16）グループリーダーは、自分がなにに興味をもって
いるかということに、気がついてくれる。 3.68 4.32 0.64

世界 （17）自分が学んだことを、だれかに発表することがで
きる。 3.61 3.70 0.09

世界 （18）自分から学びたいというきもちをもって、自分の
学習にとり組むことができている。 4.48 4.24 -0.24

平均値 3.92 4.12
回収数 31 37

【2】子ども（中学年）

分類 質問項目 昨年度 今年度 差異 備考

自分 （1）学校で、毎日自分がなにをしなければならないかを
わかっている。 4.10 4.14 0.04

自分 （2）学校で、自分が得意なことをしているし、それをと
もだちに見せることもできる。 3.35 3.78 0.43

自分 （3）学校で、学びかたをえらぶことができている。 4.00 4.10 0.10

自分
（4）グループリーダーの学習についての説明（インスト
ラクション）を受けるかどうか自分で選ぶことができる。 4.00 4.46 0.46

自分 （5）学習の答えあわせや直しを、自分でしている。 3.29 3.70 0.41

自分 （6）学ぶのに必要な道具は、自分でとりだし、つかった
あとは自分でかたづけている。 4.35 4.52 0.17

自分 （7）毎日の学習の計画を、自分でたてている。 4.65 4.32 -0.33

・たくさんのご回答ありがとうございました。
・顕著に伸びた部分は、子どもたちが「聞いてもらっている」「クラスで大事にされている」とい
う思いをもてているからだと考察します。
・学習に取り組む際、もっと自分で計画したいという思いがありそうです。



自分 （8）自分は、大切な存在だと思う。 4.52 4.00 -0.52

自分 （9）自分は「やればできる」と思う。 4.26 4.12 -0.14

自分 （10）この１年で、「自分は成長したな」と思う。 4.39 4.38 -0.01

自分 （11）自分が残したいなと思った学習の記録を、ポート
フォリオに毎週残すことができる。 4.26 4.44 0.18

自分 （12）毎日のできごとや、自分の成長について、だれか
に話したり、考えたりすることがある。 3.45 3.88 0.43

自分 （13）「わたしプレゼン」では、自分がだれかに聞いて
ほしいことや伝えたいことを話すことができた。 3.68 4.06 0.38

他者 （1）年齢のちがう人たちとおなじ教室で学んでいること
は、自分の学習にとってよいことだと思う。 4.65 4.50 -0.15

他者 （2）私もともだちも、それぞれの得意なことをいかして
助けあえている。 4.16 3.80 -0.36

他者 （3）私は、なかまに大切にされているし、なかまのこと
を大切にしている。 4.35 4.06 -0.29

他者 （4）クラスのみんなは、自分が意見を言うときに聞いて
くれる。 3.77 3.40 -0.37

他者 （5）クラスのみんなは、こまっているときに助けてくれ
る。 4.00 3.96 -0.04

他者 （6）クラスのルールは、みんなで決めている。 4.45 4.50 0.05

他者 （7）自分のクラスは、自分がここちよくいられる場所だ
と感じている。 4.45 3.86 -0.59

他者 （8）ひとりひとりの意見が、クラスの中で大事にされて
いる。 3.97 3.78 -0.19

他者 （9）自分が知りたいと思ったことやふしぎに思ったこと
は、クラスのみんな、または友達のだれかに伝えている。 3.55 3.38 -0.17

世界 （1）こまっている人がいるときは、その人の力になろう
としている。 4.13 4.10 -0.03

世界 （2）グループリーダーから認められ、信頼されていると
感じる。 3.97 3.60 -0.37

世界 （3）学校のできごとや、世の中でおきているできごとか
ら、いろいろなことを学んでいる。 4.10 3.84 -0.26

世界 （4）ひとつ学んだら、さらに次の問いが出てくる。 3.74 3.80 0.06

世界
（5）自分の教室のものの置きかたやかざりつけなどは、
グループリーダーといっしょに自分たちで決めている。 4.13 2.98 -1.15



世界 （6）自分たちの教室は、きちんとかたづけられていて、
きれいな状態になっている。 3.45 3.22 -0.23

世界 （7）学びのために校外に出かけたり、ゲストをよんだり
などのイベントを、こどもたちで計画している。 2.94 2.80 -0.14

世界 （8）自分のクラスの中で、自分がまかされている役割が
ある。 3.13 3.34 0.21

世界 （9）ブロックアワーで学んだことと、ワールドオリエン
テーションで学んだことが、つながっていると感じる。 3.39 3.56 0.17

世界 （10）自分の経験をもとにワールドオリエンテーション
の学びが進められている。 3.61 3.38 -0.23

世界 （11）新聞を読んだりニュースを見たりして、世の中の
動きに興味をもっている。 3.42 3.10 -0.32

世界 （12）自分が集中しているかどうかにあわせて学習時間
をきめることができる。 3.87 3.66 -0.21

世界
（13）自分の席でひとりで学んだり、ともだちといっ
しょに学んだり、サークルで話したりなど、一日の中でい
ろいろな学びかたがうまく組みあわされている。

4.26 4.14 -0.12

世界 （14）自分が学んだことをみんなに聞いてもらったり、
ともだちの発表を聞いたりしている。 3.45 3.52 0.07

世界 （15）グループリーダーと話しあいながら、自分の学び
の計画をつくることができている。 3.77 3.44 -0.33

世界 （16）グループリーダーは、自分がなにに興味をもって
いるかということに、気がついてくれる。 3.68 3.06 -0.62

世界 （17）自分が学んだことを、だれかに発表することがで
きる。 3.61 3.54 -0.07

世界 （18）自分から学びたいというきもちをもって、自分の
学習にとり組むことができている。 4.48 4.06 -0.42

平均値 3.92 3.81
回収数 31 50

【3】子ども（上学年）

分類 質問項目 昨年度 今年度 差異 備考

自分 （1）学校で、毎日自分がなにをしなければならないかを
わかっている。 4.00 3.77 -0.23

自分 （2）学校で、自分が得意なことをしているし、それをと
もだちに見せることもできる。 3.40 3.49 0.09

・今年度から、学校内でアンケートを実施し、回収しております。「昨年度」は昨年度の下学年の
結果と比較しております。
・自分で選ぶ、決めるを大切にしているということが、太字のところから読み取れます。
・自分を大切にし、心地よくいられることがさらに大切にされるよう改善します。



自分 （3）学校で、学びかたをえらぶことができている。 3.94 3.88 -0.06

自分 （4）グループリーダーの学習についての説明（インスト
ラクション）を受けるかどうか自分で選ぶことができる。 3.24 3.33 0.09

自分 （5）学習の答えあわせや直しを、自分でしている。 3.82 3.84 0.02

自分 （6）学ぶのに必要な道具は、自分でとりだし、つかった
あとは自分でかたづけている。 4.46 4.28 -0.18

自分 （7）毎日の学習の計画を、自分でたてている。 4.10 3.91 -0.19

自分 （8）自分は、大切な存在だと思う。 3.46 3.67 0.21

自分 （9）自分は「やればできる」と思う。 3.64 3.98 0.34

自分 （10）この１年で、「自分は成長したな」と思う。 3.80 3.93 0.13

自分 （11）自分が残したいなと思った学習の記録を、ポート
フォリオに毎週残すことができる。 3.86 3.88 0.02

自分
（12）毎日のできごとや、自分の成長について、だれか
に話したり、考えたりすることがある。 3.08 3.47 0.39

自分 （13）「わたしプレゼン」では、自分がだれかに聞いて
ほしいことや伝えたいことを話すことができた。 3.58 3.74 0.16

他者 （1）年齢のちがう人たちとおなじ教室で学んでいること
は、自分の学習にとってよいことだと思う。 4.32 4.26 -0.06

他者 （2）私もともだちも、それぞれの得意なことをいかして
助けあえている。 3.90 3.81 -0.09

他者 （3）私は、なかまに大切にされているし、なかまのこと
を大切にしている。 3.70 3.77 0.07

他者 （4）クラスのみんなは、自分が意見を言うときに聞いて
くれる。 3.52 3.42 -0.10

他者 （5）クラスのみんなは、こまっているときに助けてくれ
る。 3.68 3.67 -0.01

他者 （6）クラスのルールは、みんなで決めている。 3.88 3.95 0.07

他者 （7）自分のクラスは、自分がここちよくいられる場所だ
と感じている。 3.78 3.70 -0.08

他者 （8）ひとりひとりの意見が、クラスの中で大事にされて
いる。 3.68 3.67 -0.01

他者
（9）自分が知りたいと思ったことやふしぎに思ったこと
は、クラスのみんな、または友達のだれかに伝えている。 3.14 3.42 0.28



世界 （1）こまっている人がいるときは、その人の力になろう
としている。 3.88 3.77 -0.11

世界 （2）グループリーダーから認められ、信頼されていると
感じる。 3.26 3.21 -0.05

世界 （3）学校のできごとや、世の中でおきているできごとか
ら、いろいろなことを学んでいる。 3.70 3.88 0.18

世界 （4）ひとつ学んだら、さらに次の問いが出てくる。 3.12 3.05 -0.07

世界 （5）自分の教室のものの置きかたやかざりつけなどは、
グループリーダーといっしょに自分たちで決めている。 3.36 3.53 0.17

世界 （6）自分たちの教室は、きちんとかたづけられていて、
きれいな状態になっている。 3.48 3.16 -0.32

世界 （7）学びのために校外に出かけたり、ゲストをよんだり
などのイベントを、こどもたちで計画している。 2.88 3.02 0.14

世界 （8）自分のクラスの中で、自分がまかされている役割が
ある。 3.04 3.21 0.17

世界 （9）ブロックアワーで学んだことと、ワールドオリエン
テーションで学んだことが、つながっていると感じる。 3.34 3.30 -0.04

世界 （10）自分の経験をもとにワールドオリエンテーション
の学びが進められている。 3.56 3.33 -0.23

世界 （11）新聞を読んだりニュースを見たりして、世の中の
動きに興味をもっている。 3.22 3.35 0.13

世界 （12）自分が集中しているかどうかにあわせて学習時間
をきめることができる。 3.40 3.60 0.20

世界
（13）自分の席でひとりで学んだり、ともだちといっ
しょに学んだり、サークルで話したりなど、一日の中でい
ろいろな学びかたがうまく組みあわされている。

3.86 3.88 0.02

世界 （14）自分が学んだことをみんなに聞いてもらったり、
ともだちの発表を聞いたりしている。 3.62 3.84 0.22

世界 （15）グループリーダーと話しあいながら、自分の学び
の計画をつくることができている。 3.38 3.19 -0.19

世界 （16）グループリーダーは、自分がなにに興味をもって
いるかということに、気がついてくれる。 3.14 3.26 0.12

世界
（17）自分が学んだことを、だれかに発表することがで
きる。 3.08 3.70 0.62

世界 （18）自分から学びたいというきもちをもって、自分の
学習にとり組むことができている。 3.54 3.65 0.11

平均値 3.57 3.62

回収数 50 43



【４】保護者

自分
a　子どもたちは、自分が何をさらに学びたいかを言うこ
とができる。 3.56 3.84 0.29

自分
b　子どもたちは、自分が何をさらに学ばなければならな
いかを言うことができる。 3.29 3.50 0.21

自分
c　子どもたちが、自分の得意なことをしたり、それを人
に見せることのできる環境が整っている。 4.27 4.19 -0.08

自分 d　子どもたちは、自分の仕事に誇りをもっている。 4.25 4.28 0.03

自分
e　子どもたちは、豊かな選択肢から選んで学ぶことがで
きる。 3.78 3.67 -0.11

自分
f　子どもたちは、自分が得意なことについて学習し、そ
れを人に見せることができる。 4.00 4.08 0.08

自分
f 子どもたちは、何をしたのか、そして、なぜそれをした
のかについて自分で言える。 3.37 3.58 0.22

自分 b 子どもたちは、自分自身を大切に思っている。 4.17 4.43 0.25

自分
c 学校は、一人一人の子どもがそれぞれ自分なりに発達す
る権利を認めている。 4.52 4.46 -0.07

自分

d 子どもたちは、自分がしていることや人にしてもらって
いることについて、色々な方法で見直している（振り返っ
ている）。

3.63 3.81 0.18

自分
e それぞれの子どもの成長は、その子の独自の可能性とい
う観点から話し合われている。 4.21 4.18 -0.03

自分
b 子どもたちは、自分がしていることや自分のやり方につ
いてリフレクションしている（振り返っている）。 3.78 3.66 -0.12

自分
c 子どもたちは、グループリーダーと保護者が行う懇談会
に（部分的に）参加する機会をもっている。 4.10 3.76 -0.33

自分

e 子どもたちは、自分の通知表やポートフォリオに自分自
身で自分がしたこと、人にしてもらったことについて話し
たり書き記したりしている。

3.76 3.65 -0.12

自分

f 子どもたちは、何が良いことで何が間違ったことかにつ
いて、深く考えている様子を見せており、自分の考えを言
葉にして表現できる。

3.78 3.78 0.00

他者
a すべての子どもは、異なる学年の子どもたちから成る
ファミリー・グループ（クラス）に属している。 4.78 4.79 0.01

他者
b 子どもたちの活動は、その時々にふさわしい形で活動グ
ループが決まる。 4.10 4.11 0.02

他者
c 子どもたちは、お互いがもっている得意な点や才能を活
かし合っている。 3.97 4.17 0.20

・太字部分から、子どもたち同士がつながりをもち、日々生活できているように感じました。
・学びの計画をつくること、学習づくりに参画すること、もっと自分たちでできることをふやして
いきたいということが読み取れます。
・自分の（８）、（９）の数値が伸びていることから自己肯定感の高まりを感じました。



他者
d 子どもたちは、平等に待遇するために、一人一人異なる
待遇がされている。 4.10 3.92 -0.18

他者
e 子どもたちは、学年に関わらずファミリー・グループ
（クラス）の一員として認められている。 4.63 4.63 -0.01

他者

f 子どもたちは、他の年齢の子どもたち、異性の子どもた
ち、他の関心をもっている子どもたち、などと一緒に学ん
でいる。

4.56 4.45 -0.11

他者
a 子どもたちは、助けを求めたり助けたりすることを学ん
でいる。 4.14 4.23 0.09

他者
b 子どもたちは、お互いから何かを学び、お互いに何かを
教え、また、お互いに一緒に何かを学んでいる。 4.32 4.39 0.07

他者
d 子どもたちは、グループの中で自分自身の意見をまと
め、それを言うことができる。 3.63 3.59 -0.04

他者
e 子どもたちが、全員で物事を決める話し合いが行われて
いる。 3.84 4.16 0.31

他者
f 子どもたちは、自分たちがどのようにしてお互いに助け
合っているかを言葉にして言うことができる。 3.60 3.65 0.04

他者
a 子どもたちは、自分はグループのためにいて、グループ
は自分のためにあることを学んでいる。 3.38 3.38 -0.01

他者

b 子どもたちは、ファミリー・グループ（クラス）の中で
行われる選択に対して、自分の意見が影響力をもつことを
知っている。

3.41 3.34 -0.07

他者
c ルールは、ファミリー・グループ（クラス）のみんなで
一緒に作っている。 3.94 4.05 0.12

他者
d　子どもたちは、お互いにそれぞれの良さに気づき、そ
れを伝え合うことができる。 3.79 3.83 0.04

他者

e 子どもたちは、ファミリー・グループ（クラス）での話
し合いや「子どもセッション」で、民主的なシチズンシッ
プの練習をしている。

4.00 3.92 -0.08

世界
a 子どもたちは、助けを必要としている人に自ら関わろう
としている。 3.86 3.84 -0.01

世界
b 子どもたちは、グループリーダーの信頼を得ており、グ
ループリーダーも子どもたちの信頼を得ている。 4.33 4.27 -0.06

世界

c 小さな時事（ファミリー・グループや学校での出来事）
と大きな時事（世界の出来事）が、子どもたちの学びや行
動に影響を与えている。

4.05 4.22 0.17

世界
d 子どもたちは、学校の中や外で、人や動物、その他の物
事と触れ合っている。 4.59 4.53 -0.06

世界
e 子どもたちは、自分で発見したり、実験したり、探究し
たりしている。 4.10 4.04 -0.05

世界

f 子どもたちは、ありとあらゆる答えを問い直すことを学
んでおり、何かの答えを見つけたらすぐに新しい問いを立
てている。

3.24 3.39 0.15

世界

b 子どもたちは、自分たちの学校のリビングルーム（教
室）を、自分たちできれいに片づいて清潔な状態に保って
いる。

3.54 3.61 0.07



世界
d ファミリー・グループ（クラス）では、使い捨ての精神
をもたないようにしている。 3.32 3.04 -0.28

世界
e 子どもたちは、学校の中や周りにいる動植物のケアをし
ている。 3.48 3.43 -0.05

世界
e 子どもたちは、新聞を読み、ニュース放送を見ている。
つまり、子どもたちは時事を知っている。 3.05 2.99 -0.06

世界
f 子どもたちは自分でやってみることの意義を、積極的に
やってみることを通して学んでいる。 4.03 4.05 0.02

世界
e 子どもたちは、全人的存在として、自分ができる最大限
のことをしている。 4.02 3.70 -0.32

世界
f 子どもは一人一人、グループリーダーとの話し合いの上
で、独自の計画を作っている。 3.98 3.71 -0.28

世界
a 子どもたちは、グループリーダーが子どもたちの意見に
好奇心を示していることに気づいている。 4.60 4.32 -0.28

世界
b 子どもたちの経験世界と、グループリーダーの経験世界
の両方に関心が向けられている。 4.24 4.05 -0.19

世界
c 子どもたちは、誰か他の人に向けて発表することを学ん
でいる。 4.43 4.42 -0.01

世界
d 子どもたちは、自分から主体的に、何かに取り組んでい
る。 4.14 4.02 -0.12

世界
f どの子どもも、自分で決めたテーマの研究に取り組むこ
とができる。 3.92 3.83 -0.09

平均値 3.95 3.94

回収数 58 96

【４】教職員 昨年度 今年度 比較

自分 a　子どもたちは、自分が何をさらに学びたいかを言うこ
とができる。 3.08 3.73 0.65

自分 b　子どもたちは、自分が何をさらに学ばなければならな
いかを言うことができる。 3.00 3.33 0.33

自分 c　子どもたちが、自分の得意なことをしたり、それを人
に見せることのできる環境が整っている。 3.77 4.13 0.36

自分 d　子どもたちは、自分の仕事に誇りをもっている。 3.00 3.60 0.60

自分 e　子どもたちは、豊かな選択肢から選んで学ぶことがで
きる。 3.23 3.60 0.37

・昨年度を大きく上回る回答（約1.7倍）をいただきました。お忙しい中回答頂きありがとうござ
いました。
・子どもたちが自分のことについて話せる、説明できると感じていただいた方が多かったです。
・グループリーダー、保護者、子どもたちで意見を交わせる場がほしかったと読み取れます。



自分 f　子どもたちは、自分が得意なことについて学習し、そ
れを人に見せることができる。 3.46 4.27 0.81 昨年度から大き

く上昇した項目

自分 a 子どもたちは、インストラクション(学習に関する説明)
を受けるかどうか自分で選択できる。 3.62 3.60 -0.02

自分 b 子どもたちは、学習の答え合わせや直しを、自分でして
いる。 3.62 3.47 -0.15

自分 c 子どもたちは、必要な道具を自分で取り出し、自分で片
付けている。 3.15 3.27 0.12

自分
d 子どもたちは、誰からインストラクション(学習に関す
る説明)を受けるか自分で選択できる。必ずしもグループ
リーダーから受ける必要はない。

2.92 3.27 0.35

自分 e 子どもたちは、大半を自分で作り、自分で埋めた自分の
計画（1日の計画や週の計画）を使って学習している。 3.62 3.60 -0.02

自分 f 子どもたちは、何をしたのか、そして、なぜそれをした
のかについて自分で言える。 3.31 3.93 0.62

自分 a 子どもたちは、今日・今週・今学期・今年・この学年レ
ベルで、自分が何を学んだかを言える。 3.08 3.53 0.45

自分 b 子どもたちは、自分自身を大切に思っている。 3.54 4.00 0.46

自分 c 学校は、一人一人の子どもがそれぞれ自分なりに発達す
る権利を認めている。 4.38 4.67 0.29

自分
d 子どもたちは、自分がしていることや人にしてもらって
いることについて、色々な方法で見直している（振り返っ
ている）。

2.77 3.73 0.96 昨年度から大き
く上昇した項目

自分 e それぞれの子どもの成長は、その子の独自の可能性とい
う観点から話し合われている。 3.54 4.27 0.73

自分 f 子どもたちは、グループリーダーと共にポートフォリオ
を作成している。 4.00 4.60 0.60

自分 a 子どもたちは、グループリーダーや他の子どもたちと共
にポートフォリオを使って話し合いをしている。 2.77 3.93 1.16 昨年度から大き

く上昇した項目

自分 b 子どもたちは、自分がしていることや自分のやり方につ
いてリフレクションしている（振り返っている）。 3.31 3.93 0.62

自分 c 子どもたちは、グループリーダーと保護者が行う懇談会
に（部分的に）参加する機会をもっている。 4.46 4.13 -0.33

自分 d 毎日評価が行われる（たとえば、評価サークルなど）。 2.69 2.93 0.24

自分
e 子どもたちは、自分の通知表やポートフォリオに自分自
身で自分がしたこと、人にしてもらったことについて話し
たり書き記したりしている。

3.62 3.80 0.18

自分
f 子どもたちは、何が良いことで何が間違ったことかにつ
いて、深く考えている様子を見せており、自分の考えを言
葉にして表現できる。

3.38 3.87 0.49

他者 a すべての子どもは、異なる学年の子どもたちから成る
ファミリー・グループ（クラス）に属している。 4.62 4.93 0.31



他者 b 子どもたちの活動は、その時々にふさわしい形で活動グ
ループが決まる。 4.00 4.13 0.13

他者 c 子どもたちは、お互いがもっている得意な点や才能を活
かし合っている。 3.92 4.07 0.15

他者 d 子どもたちは、平等に待遇するために、一人一人異なる
待遇がされている。 4.00 4.27 0.27

他者 e 子どもたちは、学年に関わらずファミリー・グループ
（クラス）の一員として認められている。 4.54 4.73 0.19

他者
f 子どもたちは、他の年齢の子どもたち、異性の子どもた
ち、他の関心をもっている子どもたち、などと一緒に学ん
でいる。

4.31 4.53 0.22

他者 a 子どもたちは、助けを求めたり助けたりすることを学ん
でいる。 4.00 4.33 0.33

他者 b 子どもたちは、お互いから何かを学び、お互いに何かを
教え、また、お互いに一緒に何かを学んでいる。 3.77 4.27 0.50

他者 c 子どもたちは、自分たちがしている協働について、他の
人と共に評価することができる。 2.77 3.47 0.70

他者 d 子どもたちは、グループの中で自分自身の意見をまと
め、それを言うことができる。 3.62 4.07 0.45

他者 e 子どもたちが、全員で物事を決める話し合いが行われて
いる。 3.85 4.47 0.62

他者 f 子どもたちは、自分たちがどのようにしてお互いに助け
合っているかを言葉にして言うことができる。 3.08 3.73 0.65

他者 a 子どもたちは、自分はグループのためにいて、グループ
は自分のためにあることを学んでいる。 3.00 3.67 0.67

他者
b 子どもたちは、ファミリー・グループ（クラス）の中で
行われる選択に対して、自分の意見が影響力をもつことを
知っている。

3.38 4.07 0.69

他者 c ルールは、ファミリー・グループ（クラス）のみんなで
一緒に作っている。 4.00 4.47 0.47

他者 d　子どもたちは、お互いにそれぞれの良さに気づき、そ
れを伝え合うことができる。 3.31 4.00 0.69

他者
e 子どもたちは、ファミリー・グループ（クラス）での話
し合いや「子どもセッション」で、民主的なシチズンシッ
プの練習をしている。

3.92 4.00 0.08

他者 f 子どもたちは、自分自身や他者に、問いをかけ合ってい
る。 3.08 3.60 0.52

世界 a 子どもたちは、助けを必要としている人に自ら関わろう
としている。 3.46 3.73 0.27

世界 b 子どもたちは、グループリーダーの信頼を得ており、グ
ループリーダーも子どもたちの信頼を得ている。 3.54 3.87 0.33

世界
c 小さな時事（ファミリー・グループや学校での出来事）
と大きな時事（世界の出来事）が、子どもたちの学びや行
動に影響を与えている。

3.54 3.87 0.33



世界 d 子どもたちは、学校の中や外で、人や動物、その他の物
事と触れ合っている。 3.85 4.20 0.35

世界 e 子どもたちは、自分で発見したり、実験したり、探究し
たりしている。 3.77 3.80 0.03

世界
f 子どもたちは、ありとあらゆる答えを問い直すことを学
んでおり、何かの答えを見つけたらすぐに新しい問いを立
てている。

2.69 3.00 0.31

世界
a 子どもたちは、自分たちの学校のリビングルーム（教
室）の中のものの配置や装飾などを、グループリーダーと
共に自分たちで決めている。

3.69 3.40 -0.29

世界
b 子どもたちは、自分たちの学校のリビングルーム（教
室）を、自分たちできれいに片づいて清潔な状態に保って
いる。

2.85 3.33 0.48

世界 c 子どもたちは、遠足や、ゲストの招待などのイベントを
企画している。 2.54 3.20 0.66

世界 d ファミリー・グループ（クラス）では、使い捨ての精神
をもたないようにしている。 3.08 3.00 -0.08

世界 e 子どもたちは、学校の中や周りにいる動植物のケアをし
ている。 2.85 3.27 0.42

世界 f 子どもたちは、ファミリー・グループ（クラス）の中の
様々な事務的な仕事にも積極的に関わっている。 2.69 3.40 0.71

世界 a ワールドオリエンテーションと教科学習（ブロックア
ワー)の内容は、お互いに関係し合っている。 3.31 3.67 0.36

世界
b 子どもたちは、教科学習の目標を理解している。すなわ
ち、子どもたちは、なぜそれを学ばなければならないの
か、そこで学んだことはどのように使えるのかを知ってい

2.77 3.33 0.56

世界 c 子どもたちの経験がワールドオリエンテーションの出発
点である。 3.46 3.47 0.01

世界 d 子どもたちは、算数や国語などの教科学習で学んだこと
を、ワールドオリエンテーションに応用している。 3.54 3.80 0.26

世界 e 子どもたちは、新聞を読み、ニュース放送を見ている。
つまり、子どもたちは時事を知っている。 2.69 3.13 0.44

世界 f 子どもたちは自分でやってみることの意義を、積極的に
やってみることを通して学んでいる。 3.54 3.93 0.39

世界 a 学習活動の長さは、時間で区切るというより、子どもた
ちの集中の度合いで決めている。 2.85 3.60 0.75 昨年度から大き

く上昇した項目

世界 b 子どもたちは、共に話す・共に遊ぶ・共に学ぶ・共に催
すの４つのリズミカルな活動の中で学んでいる。 4.00 4.33 0.33

世界 c 子どもたちは、ブロックアワーの中でも、遊んだり催し
たりしている。 3.08 3.60 0.52

世界 d 子どもたちは、自分たちが学んだことを共に祝ったり共
有し合ったりしている（催している）。 3.23 4.27 1.04 昨年度から大き

く上昇した項目

世界 e 子どもたちは、全人的存在として、自分ができる最大限
のことをしている。 3.08 3.60 0.52



世界 f 子どもは一人一人、グループリーダーとの話し合いの上
で、独自の計画を作っている。 3.69 3.07 -0.62 昨年度から下降

した項目

世界 a 子どもたちは、グループリーダーが子どもたちの意見に
好奇心を示していることに気づいている。 3.69 3.67 -0.02

世界 b 子どもたちの経験世界と、グループリーダーの経験世界
の両方に関心が向けられている。 3.54 3.73 0.19

世界 c 子どもたちは、誰か他の人に向けて発表することを学ん
でいる。 4.08 4.60 0.52

世界 d 子どもたちは、自分から主体的に、何かに取り組んでい
る。 3.62 3.87 0.25

世界 e 子どもたちは、関心の近い者同士のグループを作って仕
事をしている。 3.85 4.20 0.35

世界 f どの子どもも、自分で決めたテーマの研究に取り組むこ
とができる。 3.38 3.73 0.35

平均値 3.45 3.83

回収数 13 16
・昨年度から多くの項目が上昇しました。特に子どもの得意が生きる、振り返りが大切にされてい
るという回答の傾向が見られました。
・主にブロックアワーの計画づくりについて課題が残るという意見が見られました。
・回答数が改善されました。


